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研究データの管理と公開（主に南極域）
 オープンデータ・オープンサイエンス

 極域環境データサイエンスセンター（PEDSC)
 データリポジトリの例 （極地研学術データベース）

 研究データへのDOI付与について

データジャーナル（Polar Data Journal）

データ関連の国際シンポジウム（極地研・DS施設主催）
 極域データフォーラム（Polar Data Forum）

 データサイエンス国際シンポジウム（DSWS）、他
 特集号としてのData Science Journalの活用

両極の国際連携：
研究データの管理公開と利活用



国際的動向を踏まえたオープンサイエンスに関する検討会報告書, 
2015 年3 ⽉30 ⽇, 内閣府



NIPR

Data Publication (Polar Data Journal)

Collaboration with national and international communities

Data Science, Collaborative research

Integrated
Database

DS/ROIS
Polar Environment Data Science Center

External 
CommunityO

bservation and R
esearch activity 

in Arctic and Antarctic regions

Digital data
 Space and Upper Atmospheric Sciences Group

PANSY, EISCAT, aurora, magne, ULF, VLF, CNA
 Meteorology and Glaciology Group

CO2, CH4, aerosole, meteorological satellite
 Geoscience Group: seismology, gravity, VLBI
 Bioscience Group: marine biology, genome data

Sample data
 Ice core
Meteorite
 Rock

Greenhouse effect gas
 Biodiversity

 University, College
 Research 

Institution
 Company
 Public

 ArCS
 GRENE
 JCAR
 IASC
 SIOS

 SCAR/ICSU
 WDS/ICSU
 CODATA/ICSU
 GCMD/NASA

Data Base System
 Science Data Base
 ADS (Arctic Data archive System)
 UGONET (Inter-university Upper atmosphere Global Observation NETwork)
 Antarctic GIS system



SCADM (南極データマネージメント委員会）
- Standing Committee on Antarctic Data Management -

National Antarctic Data Centers (NADC)



南極科学委員会（SCAR） に関係した
データのインフラストラクチャー

Antarctic Master 
Directory
(NASA)

Human 
Readable 
Metadata

registering m
etadata

A user can search a 
metadata catalogue. Data 
might be linked ??

National Antarctic Data Centers (NADC)

Antarctic Master Directory (AMD) / GCMD / NASA

http://www.scar.org/


極域の学術データベース
 南極観測事業（JARE）をはじめ、（北極を含む）両極域での調査・研究活動によ

り取得された科学的データのメタ情報を収集・公開
（1997年発足のJCADMの要請）

 IGY（1957-58）以後の長期間に渡るモニタリング観測

 短期間に集中的に行うプロジェクト研究

 極地研（研究分野別）＋定常官庁

 文字情報・数値形式の所在情報（メタデータ）として、一括して集積

 専用のポータルサーバで公開 http://scidbase.nipr.ac.jp/
 NASAの南極マスターディレクトリー（Antarctic Master Directory）等とも連携



NIPR_MetaDB; N=390

AMD_JP+Arctic_JP; N=300

IPY_JP; N=250

PIC_JP; N=20

データ共有（相互利用）の促進193,500 access from 
2011. December



DOI についての説明資料（by 南山さん）

JaLKを経由して
DataCiteよりDOI付与

JaLC 研究データへのDOI登録実験プロジェクト
https://japanlinkcenter.org/top/



DOI についての説明資料（by 南山さん）

1) 北極域データアーカイブス(ADS), 2) 情報図書室 学術情報リポジトリ, 
3) PEDSC 学術（メタ）データベース by NIPR / ROIS-DS  DOI付与可能



PEDSC・NIPR ADS・北極センター
情報図書室

1) 北極域データアーカイブス(ADS), 2) 情報図書室 学術情報リポジトリ, 
3) PEDSC 学術（メタ）データベース by NIPR / ROIS-DS  DOI付与可能

http://pedsc.rois.ac.jp/

http://pedsc.rois.ac.jp/ja/


assignment

データ出版（DOI付与）の促進
申請→NIPRデータマネージメント
委員会でチェックー>承認

Kanao, M., M. Okada, J. Friddell and A. Kadokura, 
Data Science Journal, 17: 1, pp.1–6, 2018



assignment

昭和基地・大型大気レーダ（PANSY)のデータ
ランディングページ = 
メタデータの英語版 URL



チェック依頼
データの確認・評価

チェック担当者による評価確認 データ修正

差し戻し・再申請

（申請書内容に不備がある場合）

申請受付・

記載事項の確認

『NIPR 学術データベース DOI付与の流れ』 ◇申請から付与承認通知まで

事前にメタデータポータルサーバにデータ登録

付与承認を委員会へ打診・資料回
付

チェック担当者（２名）を決定

【管理者】
学術データベース担当

【 National Institute of Polar Research Repository ; http://scidbase.nipr.ac.jp 】

【チェック担当者】
（原則として）所内データマネージメント委員

会委員、必要に応じて所内外関係者に依頼

ケース１.

【申請者】付与承認の連絡

ポータルサーバでのDOI付与作業

ケース2., 3.

ケース3.

ケース2.

ケース4., 5.

ケース１． このままDOI付与をしてよい。
ケース２． コメントまたはチェックシートに書き入れた問題点が解決されれば付与してよい。
ケース３． メタデータの該当項目について記載内容の修正を行った上で、再度確認作業が必要。
ケース４． 「データ公開方法」のランクアップを行った上で、再申請すべきである。
ケース５． 却下するべきである。

【申請者】

様式１（申請書）

様式２（チェックシート）

審査結果通知＋様式２

審査結果通知＋様式２

評価ランク



Data Journal の一覧リスト



Polar Data Forum; Communique

International Forum on ‘Polar Data Activities in Global Data Systems’ 

フォーラムコミュニケ：
一般向けの宣伝用、HPに掲載、WDS, SCAR,

IASC 関係者へ配布、Newsletterに掲載

Polar Data Forum プロシーディングス：
データ情報学会の欧文誌「Data Science Journal」の特集号

として発行 （計16編でオンライン出版）

A Special Issue in the CODATA Data Science Journal

極域データ関連の国際シンポジウム開催
参加者 海外40名・国内50名、DSJ 特集号;計16編



“Special Collection” for DSWS-2020 in the Data Science Journal

Collection Title:

“ Multidisciplinary Data Activities Bridging the Research Community and Society “

- 21 Expression of Interest for Article Submission
- Handled by 5 Guest Editors (M.Kanao, others) 
- Deadline of  Article Submission: 31 March 2021

(https://datascience.codata.org/)

DSWS-2020 の特集号：
データ情報学会の欧文誌「Data Science Journal」

として発行中（現在６編が受理・公開済み）

Types of article:
 Research articles
 Practice papers
 Review articles
 Essays

https://datascience.codata.org/




ジャーナル名： Polar Data Journal
発行・編集： 情報・システム研究機構 国立極地研究所
使用言語： 英語 （海外関係者を含む Editorial Board, Advisory Board）
論文発行頻度： 随時
URL： https://pdr.repo.nii.ac.jp/

主な特徴：
 フリーアクセスのオンラインジャーナル
 研究で得られたデータに関する「データ論文」を査読・出版
 「データ論文」には、DOI及びクリエイティブ・コモンズ・ライセンス

（原則としてオープンライセンスのみを採用）を付与
 真正性の担保のため、査読レポートも論文と同時に公開

https://pdr.repo.nii.ac.jp/

https://pdr.repo.nii.ac.jp/


◆大学共同利用機関法人情報・システム研究機構◆
データサイエンス共同利用基盤施設で

科学データに関わる国際ワークショップを開催 （PEDSC主催）

• 平成29年12月5日～7日、大学共同利用機関法人情報・システム研究機構データサイエンス共同利用基盤
施設は、「分野を超えた科学データの共有・引用・出版に関する国際ワークショップ」を開催。

• 様々な所属と研究分野の研究者70名が参加。極域科学・地球惑星科学・生物学・人文学・社会学を含む学際
的視野に立ち、科学データ全般を扱うオープンサイエンス・オープンデータの最近の動向について議論。

• 分野横断型研究への発展の可能性を含め、データ共有（相互利用）・データ出版と引用・データジャーナル等
に関する情報交換を重点的に実施。

• 国際連携の枠組みをベースにした学際的データサイエンス推進・関連コミュニティとの連携強化を視野に、今
後の同施設における共同利用・共同研究のための各種プラットフォーム構築の方向性・展望を検討。

藤井良一機構長、藤山秋佐夫施設長を囲んだオープニングの参加者

シンポジウム会場の様子



Polar Data Journal：
- For Authors, Submission Guidelines -

Submission Guidelines
·  Microsoft Word Document version : PolarDataJournal_template_2021.doc

Title
Authors
Affiliations

Abstract
Background and Summary

Location (or Observation)
Methods
Data Records
Technical Validation
Usage Notes (optional)

Acknowledgements
Author Contributions
Competing Interests

Figures (optional)
Tables

References
Data Citations

https://pdr.repo.nii.ac.jp/?action=common_download_main&upload_id=342


Polar Data Journal： Review Process



極域環境データサイエンスセンター： 活動実績

Polar Data Journal によるデータ出版 https://pdr.repo.nii.ac.jp/

 2017年1月19日創刊、極地研発行の英文データジャーナル
 2022年12月時点： 掲載数40編

（2017;1編, 2018;2編, 2019;5編, 2020;12編, 2021;12編, 2022;8編）
 PEDSCの貢献： 編集作業支援、関連実データの登録とDOI付与

Launched at 
January 2017

Polar Data Journal： PEDSC contribution

https://pdr.repo.nii.ac.jp/






Polar Data Journal：
Most Accessed / Downloaded Papers 

Statistics Period:  2021-12-06 – 2022-12-06



Polar Data Journal：
Absolute Gravity Measurement



 ダイナミックデータの投稿論文への対応
（投稿規定の改定、DOI付与方針、等）

 連続データ （モニタリング観測・航海データ、他）

 FAIR 原則への対応（公開データのフォーマット）

 研究データのマネージメント計画の練習（隊員・学生）

両極の国際連携：研究データの管理公開と利活用

- Polar Data Journal : 最近の話題（課題） -

ROIS-DS-JOINT 研究集会 2022年12月19-20日

※参考： JaLCのDOI付与ガイドライン
https://japanlinkcenter.org/top/doc/JaLC_tech_rd_guideline_ja.pdf

https://japanlinkcenter.org/top/doc/JaLC_tech_rd_guideline_ja.pdf
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